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要旨 

本稿では、パフォーマンス評価とルーブリックを実際に授業に導入した小学校教員が、外国語教育における児

童の学びをどう捉えるようになったのか、また授業における指導内容や方法に変容があったのかを明らかにする

ことを目的とした。佐藤ら(2024)は、ルーブリックの有無とその活用方法によって、児童のパフォーマンスを評

価する視点が異なり、授業者の評価観が変容することを明らかにしている。パフォーマンス課題とルーブリック

を活用した授業は、授業の捉え方や児童の学びに対する教師の理解にも影響を及ぼす可能性がある。そこで、パ

フォーマンス課題やルーブリックを活用した授業を実践した小学校英語専科教員２名を対象に、半構造化インタ

ビューを実施し、その語りをもとに、学習観や指導観に関する教師の認識の変容を分析した。その結果、単元の

ゴールを教師が明確に意識し、児童と共有することで、児童の英語による記述や発話を肯定的に捉え、その価値

を見取ろうとする姿勢が強まることが示唆された。また、児童の表現の背後にある意図や思いに着目し、それを

引き出そうとする指導への意識変容が見られ、児童の心情面を尊重した授業づくりにつながる可能性が示された。 
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１．はじめに  

小学校外国語科の授業において、児童の学習状況把

握及び指導改善を目的としたパフォーマンステストが

多く実践されている。文部科学省(2022)によれば、全

国の公立小学校を対象としたパフォーマンステストの

実施率は、５年生は 96.6%、６年生では 97.0%に達し

ている。外国語の授業では、スピーチや ALT とのやり

取りなどを課題として設定し、児童の英語による発話

や記述を評価することを目的として実施されていると

考えられる。一方、パフォーマンステストによる評価

は、総括的評価の一手段として機能するのではなく、

教師の指導改善や児童の学習改善につながることが求

められる。丹藤(2023)は、青森県内の小学校教員を対

象に、パフォーマンステストの実施状況やルーブリッ

クの活用状況を調査した。その結果、児童一人一人に

対する個別のテストの実施率が高くないことや、評価

基準となるルーブリックの作成率が低いことが報告さ

れている。このことから、パフォーマンス課題の評価

において、評価基準となるルーブリックが十分に共有

されないまま実施されている可能性が指摘できる。授

業においても、児童や教師にとって目指すゴールの姿

が明確でなかったり、教師の主観的・恣意的な評価に

基づく指導となったりしていることが考えられる。 

パフォーマンス課題において到達すべき姿を踏まえ、

指導上重視したい点をルーブリックとして教師と児童

が共有することは、学習の焦点を明確にし、児童の実

態に応じた柔軟な指導改善につながる(赤沢、2022)。

このように、パフォーマンス課題やルーブリックを実

践の中で活用することは、授業の捉え方や児童の学び

に対する教師の理解にも影響を及ぼす可能性がある。

しかし、パフォーマンス課題やルーブリックの活用が、

教師の学習観や指導観にどのような影響を与えるのか

については、十分に検討されていない。 

 

２．先行研究と実践の背景 

外国語授業におけるパフォーマンス課題とその特徴、

ルーブリック活用の意義、さらにパフォーマンス課題

とルーブリック活用による教師の認識変容について、

先行研究を整理する。 

西岡・石井(2018)は、生きる力を身に付けるために

は、現実社会にあるような課題に対して、様々な知識

やスキルを統合して使いこなすことで解決することが

重要であると論じている。外国語科の授業においては、

指示された言語材料や付与された形式を模倣する活動

ではなく、現実に生起しうるリアルかつ複雑な状況に

おいて、その発話や記述内容が問われる課題である。

実践報告 
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本稿においては、既習事項を用いながら、特定の目的

を遂行するために、知識や能力が総合的に試される状

況で設定される課題を「パフォーマンス課題」として

定義する。 

パフォーマンス課題は、どのように設定され、どの

ような条件であれば、児童が必要感をもって知識や能

力を総合的に活用するようなパフォーマンスを表出す

るのか。松村（2017）は、現実社会にありそうな課題

で、特定の言語材料を明示したり指定したりすること

なく、自由な会話の形式で実践できる課題であれば、

総合的な知見を働かすことができると論じている。パ

フォーマンス課題においては、児童があらかじめ示さ

れた言語材料や形式を流暢に再現することをねらいと

して、同一内容を繰り返し練習することに主眼を置い

ていない。その場で認識できる状況や場面に応じて、

柔軟に発話や記述を表出させることがパフォーマンス

課題では求められている。 

小学校外国語科の授業におけるパフォーマンス課題

では、児童が一定の既習事項を活用することが予想さ

れるが、教師の想定外であったり、予測不可能なパフ

ォーマンスが表出されたりすることもある。赤沢

(2025)は、小学校教員にとってパフォーマンス評価の

認知度は高く、教科書には、改定するたびに具体的な

単元終末の課題が設定されるようになり、児童への指

導のポイントも明示される傾向にあるという。一方、

ルーブリックについては教員の理解が乏しいと指摘す

る。児童にとって魅力的な課題は提示するものの、教

科書に示された表現や伝達内容の再現に依拠している

場合もある。そのため、指導内容と評価の間に不一致

が生じ、児童のリアルな発話や記述に、柔軟に対応で

きていないことも起こりうる。 

これらを踏まえると、評価を見据えた指導内容が必

要である。児童のパフォーマンスを通じて、児童が課

題を解決する際の質的評価を行う基準が「ルーブリッ

ク」である（阿部、2019）。パフォーマンス課題は設

定される一方で、この評価基準となるルーブリックが

伴っていないために、教師の指導改善あるいは児童の

学習改善につながっていないことが考えられる。佐藤

ら(2024)は、小学校教員を目指す大学生を対象に、ル

ーブリックの活用の有無が、児童役の学生のやり取り

を評価する際にどのような影響を与えるかを分析した。

ルーブリックを活用しなかった学生は、文法の正確さ

を過度に重視する傾向にあり、かつ非言語的要因であ

るアイコンタクトを重要視する傾向が見られた。他方、

ルーブリック活用した学生は、アイコンタクトや声の

大きさ等に影響を受けず、目的や状況に応じた流暢さ、

次に文法の正確さという言語的側面に着目したという。

同一のパフォーマンスを評価した際に、その評価が大

きく異なったことが報告された。ルーブリックの有無

とその活用方法によって、児童のパフォーマンスをど

う解釈するか、つまり、授業者の評価観が変容するこ

とが明らかとなった。 

このように、ルーブリックはパフォーマンス課題に

包括されるコミュニケーションの目的や場面、伝える

対象などを踏まえ、十分検討されるべきである。駒井

(2025)は、産出領域におけるパフォーマンステストで

用いられているルーブリックについて、多様な指導事

例をもとに整理し分析した。その結果、作成されたル

ーブリックには評価項目が偏っていたり、記述文の質

記述が乏しかったりと、評価規準の達成度を測ってい

ないものがあるとした。ルーブリックの作成に伴う評

価項目や内容を検討することは、児童に望むパフォー

マンスの具体、児童の実情や関心に沿う課題の種類な

ど、指導内容や評価を根底から問い直すこととなりう

る。 

次に、小学校外国語においてルーブリックはどう活

用するべきか整理した。石塚（2024）は、Small Talk

にルーブリックを活用し、継続的に児童のやり取りす

る力を育成した。ルーブリックを指導のポイントとし

て活用していることに加え、長期的に児童と共有して

いることが意義深いと言える。また、泉・長沼・山

川・幡井(2022)は、活動のゴールが児童にわかるよう

に、ルーブリックを児童にわかりやすい言葉で構成し

た上で単元冒頭に配布し、児童自身がルーブリックを

生かして話すこと［発表］に取り組んだ。「行きたい

国」について発表する過程において、児童が自信の発

話を分析することで、資質・能力の向上につながった

と報告している。これらの実践からは、これまで授業

者が一方向的に作成・活用していたルーブリックは、

児童と積極的に共有することにより、そのルーブリッ

クが児童の手の中で、パフォーマンスの質を向上させ

る手がかりとなっている。ルーブリックを作成するだ

けでなく、授業の中で、児童と共有し、調整し、更新

することで、児童のパフォーマンス向上につながって

いるのである。 

パフォーマンス課題やルーブリックは、その作成か

ら活用までを再考することで、授業者にとって授業改

善の足場となりうる。辻(2022)によれば、一度作成し

たルーブリックを複数の評価者とともに検証・修正し

ていくことで、ルーブリックの質の向上とともに活用

方法についても改善されたという。加えて、ルーブリ

ックの目的を多元的に再考することになり、授業を実

践する教員の養成につながったとしている。髙井・岡

崎(2019)は、ルーブリックを活用した授業に挑戦した

高校の英語科教員を対象に、パフォーマンス評価が教

員の協働に関する調査を行った。この調査により、生

徒がパフォーマンス課題に取り組む際に期待される学

習観を描出し、生徒自身がどのような力を付けたいと

思っているのかを教師が把握する重要性を示唆してい

る。稲葉(2024)によれば、パフォーマンス課題とルー
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ブリックを活用した研修においては、授業実践上の課

題や授業改善に向けた手がかりを見いだす、志向的な

教員の学びを析出したとしている。パフォーマンス課

題とルーブリックの活用を授業に導入し、その改善を

図りながら授業設計を実践していくことは、授業者の

児童のパフォーマンスを把握する視点の転換や、授業

者自身の授業観や指導観を更新することが示唆されて

いる。 

これらの研究から、パフォーマンス課題やルーブリ

ックの導入は、評価方法の改善だけでなく、教師自身

が児童の学びや表出されるパフォーマンスをどのよう

に捉えるかという認識にも影響を及ぼす可能性がある。   

そこで、本稿では、パフォーマンス評価とルーブリ

ックについて学び、それらを実際に授業に導入した小

学校教員が、外国語教育における児童の学びをどう捉

えるようになったのか、授業における指導内容や方法

に変容があったのかについて明らかにする。 

 

３．研究目的 

本研究は、パフォーマンス課題やルーブリックを含

めた単元構想づくりについて学び、実際に授業に導入

した小学校教員を対象とする。その実践を通して、外

国語教育における学びをどう捉えるようになったのか、

授業における指導内容や方法にどう変容があったのか

を明らかにし、パフォーマンス課題とルーブリックが

授業者に与える影響を検討することを目的とする。 

 

４．実践の概要 

 小学校英語授業を担当する小学校教員が、以下のよ

うな手順でパフォーマンス課題とルーブリックの活

用・作成について学び、自身の授業においてパフォー

マンス課題とルーブリックを活用した授業を実践した。      

本研究では、小学校教員２名を対象とし、筆者から

授業づくりに関して(1)パフォーマンス課題とルーブ

リックの理論的背景と基本的概念を教授、(2)パフォ

ーマンス課題とルーブリックを含む単元を構想した上

で、(3)授業を実践した。(1)(2)は筆者が授業づくり

に関する個別カンファレンスを行った。対象者の背景

等については後述する。 

(1) 対象者は、パフォーマンス課題とルーブリック

に関する研究や実践報告をもとに、そのねらいや目

的などについて理解を深めた。 

(2) 対象者は、筆者の助言を受けながら、公開授業

に向けて相談会形式で、授業を構想、指導案やルー

ブリックを作成した。 

(3) (2)で構想した授業を実践し、その授業を振り返

り、パフォーマンス課題とルーブリックを活用した

ことに関する効果や児童への影響を言語化した。 

 

(1)については、パフォーマンス課題とルーブリッ

クの作成と活用について、その意義や活用方法に関す

る基本的な考えを説明している。赤沢（2025）、阿部

ら（2019）による教科書にある活動との関連やルーブ

リックの理論的背景、辻（2022）や泉ら（2022）が実

践上で得た示唆をもとに、パフォーマンス課題とルー

ブリックをどう授業で活用するか、一般的な講義と短

時間による演習を行った。加えて、佐藤ら(2024)のル

ーブリックの有無による授業者の評価内容の変容につ

いて、具体的な事例をもとに話題とした。２名の対象

者は、それぞれ別々の相談会の機会として参加したが、

類似した内容であった。 

(2)においては、２名の対象者が公開授業を行う予

定となっていることから、作成した指導案や授業構想

をもとに相談会形式で、構想した授業に基づく具体的

な助言等を個別に行った。(1)で扱ったパフォーマン

ス課題とルーブリックの目的や、ルーブリックの活用

方法について授業における児童の姿を構想しながら確

認をした。ここでは、作成したルーブリックを授業の

指導の軸として活用することを目指している。児童の

学習状況について、ルーブリックをもとに把握し、中

間評価に活用できるようにした。児童がどのような資

質・能力を発揮することを願うのか、児童の実態に応

じた具体的な学習状況を言語化しながら、ルーブリッ

クの記述文を作成した。また、泉ら（2022）が論じる

とおり、授業過程においては、ルーブリックを柔軟に

変更、更新あるいは調整してよいものであることを確

認した。 

個別カンファレンスでは、パフォーマンス課題やル

ーブリックの活用に関して、対象者から以下のような

疑問や悩み、気付きが示された。 

【既習表現に関する指導】 

・単元で学んだ言い方（I like～.／He can～.）をで

きれば児童に使ってほしい。 

・言語材料の正確性（正しく言えること）は、気にし

ていない。児童はどうしても気にしてしまう。 

【ルーブリックの児童との共有】 

・授業者が「これをできるようになるといいね」と言

ってしまうのは、児童のやりたいことを妨げてしま

っていないか。 

・児童とルーブリックを共有する際に、配布したり提

示したりしてもよいか。 

【ルーブリックを用いた指導】 

・bad（基準Ｃ）の児童がいたときに、教師がどの程

度関わるとよいか悩んでいる。 

【ルーブリックの作成】 

・ルーブリックに決まった形がなく、どのようなこと

ができればよいか具体的に想起して作成が難しい。 

 

対象者は筆者との個別カンファレンスにおいて、

助言をもとにパフォーマンス課題とルーブリックを
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作成した。以下は、２名の対象者（Ａ・Ｂ）が作成

したパフォーマンス課題とルーブリックの例（図

１・図２）である。 

 (1) Ａのパフォーマンス課題・ルーブリック例： 

  自分の新たな一面や、推しの良さを発表してクラ

スのみんなともっと仲良くなろう。 

   

図１ Ａが作成したルーブリック例 

 (2) Ｂのパフォーマンス課題・ルーブリック例： 

  ６年生のみなさんは、もう少しで小学校を卒業し

ます。入学してから、多くの人と関わってきました。

そこで、１番感謝を伝えたい人に食べて欲しい「世

界に１つしかない Super Thank you Sandwich」を考

え、サンドウィッチに込められた感謝の思いが伝わ

るように聞き手に伝えましょう。 

条件１：なぜそのサンドウィッチにしたのか、思いや考えを伝

えることができる 

  条件２：ALT からの質問に答えることができる 

図２ Ｂが作成したルーブリック 

 ２名のパフォーマンス課題とルーブリックは、児童

の実態に応じて作成されたものであり、対象者が実践

を行う教室の児童に応じた指導が可能なものであるこ

とを意識した。加えて、目的や場面、状況等及びルー

ブリックの記述文を具体的にするよう心がけた。 

 

５．調査 

本調査の目的は、パフォーマンス課題及びルーブリ

ックの活用を授業づくりに生かしている対象者の学び

や気付きを得ることであり、以下の２点の研究課題に

基づき、データの収集及び分析を行った。 

(1) パフォーマンス課題及びルーブリックの活用は、

授業づくりにどのような影響があったか。 

(2) パフォーマンス課題及びルーブリックの活用は、

対象者自身の学習観・指導観にどのような影響が

あったか。 

５.１． 研究の対象者  

 小学校にて英語専科教員を務め、研修後に指導案作

成等の必要があり、授業を再考する機会があった２名

を対象とした。英語専科教員を対象とした理由として、

授業を公開することで、パフォーマンス課題やルーブ

リックの構想をもとに授業づくりについて問い直す機

会となっていること、校内で一人職として相談する相

手が限られ、学んだことを授業づくりに反映する意欲

が高いことが挙げられる。表１に示すとおり、２名と

も中堅に近く、校内や地区において今後若手を指導し

たり、代表者として授業を公開したりする可能性が高

い教員である。 

 

表１ 研究対象者２名の経歴等 

対象者 教員歴 担当校数 専科歴 

Ａ ８ ２ ５ 

Ｂ １０ ３ ３ 

 

５．２．調査方法及び分析方法 

調査方法として半構造化インタビューを実施した。

本研究の中で用いられた半構造化インタビューの質問

項目は以下のとおりである。 

(1) パフォーマンス課題及びルーブリックを活用す

る前と後で、授業に変容があったか 

(2) パフォーマンス課題及びルーブリックを設計す

る際に、意識していることはあるか 

(3) パフォーマンス課題及びルーブリックを授業に

導入して、児童の学びはどう変容したか 

(4) 学習課題の設定やルーブリック作成の際に、課

題と感じることはあるか  

実際のインタビューにおいては、上記の質問を含め、

対話の流れや対象者の回答に応じて、順番を変更した

り具体例を問うたりして、対象者が回答しやすいよう

意識した。本インタビューは、2025年 10月及び 12月

に実施され、筆者が直接、質問者と進行役を担当した。

インタビュー内容の分析については、佐藤（2008）を

基に行った。まず筆者が半構造化インタビュー内容を

文字起こし、逐語録を作成した。逐語録を繰り返し精

読し、大まかなテーマのあぶり出しを行った（オープ

ンコーディング）。その後、研究課題に基づいて、再

度インタビュー内容を精読し、発話の意図を熟考した

うえで、コードを付与した（焦点的コーディング）。 

５．３．倫理的配慮 

 対象となる教員に対して，研究計画や概要，研究論

文等への活用に関する説明を行い，インタビュー内容

に関する録音，録画及び研究データを活用する許可を

得て実施した。個人が特定されないよう十分な配慮を

行っている。 

 

６ 調査結果と考察 

 以下、質問項目に即して、発話内容と付与したコー

ドの例を提示する（表２）。発話内容の文尾にある

（ ）内のアルファベットは発話した対象者のアルフ

ァベットと一致している。 
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    表２ 発話内容とコード名の一部 

コード 発話内容 

ルーブリッ

クと主体性 

（ルーブリックがあると）自分に余裕がで

きるっていうか。中学年だと一時間ずつブ

ツ切れな感じで、こっちがめっちゃしゃべ

っちゃう。（ルーブリックが見えないと）

子どもが受け身なんですよね、基本。（B) 

課題の汎用

化 

今はそのクラスによって変えてはいないけ

ど、本当はクラスに応じた言語活動がある

はずって思ってて。A 校に通用する言語活

動が、B 校だと通用しないって。あるんで

すよ、あんまクラス間の差はないけど、学

校が違うと・・・めっちゃ感じます。（B) 

閉じられた

評価 

（研修会の前は）こっちが知っておけばい

い、子どもが知らなくてもいいって。（A) 

必然性 

慣れもあると思うんですけど、子どもがや

りたい、伝えたいって思ってないと、こっ

ちも焦ると思うですよ。これ、やっぱダメ

だったかとか、子どもがめっちゃつまんな

そうにしてると。（B) 

 

６.１．ルーブリックの活用は、授業づくりにどのよ

うな影響があったか 

コード 発話内容 

ゴールの共

有 

ブレは少なくなったなって。最初にゴー

ルを示したから、そこに向けて、内容や

方法は変えつつだけど、そこに向けてい

くっていう。（A) 

ゴールを子どもと共有しましょうって話

がでたときにつくって。最初は思判表と

知識を分けずに。これができれば good と

いうものを大雑把につくって（A)。 

指導改善の

手がかり 

自分の指導の改善にはある程度なってる

かと。（A) 

どんだけ子どもの、反応とか発言を想定

できるかって。子ども理解ですね。そ

の、専科っていう立場だからこそ、、子

ども理解が一番大事で。週２しかいない

から。担任だったらどうかっていうのを

試してみたい。外国語以外の授業もやっ

て、A くんはこういうこと言ってくれる

んじゃないかって、もっとダイナミック

にできるかも。（B) 

自信は・・・自信まではないけど・・・

ルーブリックがあるから一人一人の到達

度に意識がいったり、それをみたうえ

で、次、手立てをこう打たないとだめか

なとか。そういったことに生かして、改

善資料としてつかっている。（A) 

子どもへの

問いかけ 

今までは「こうじゃない？」「こういう

ことでしょ、こうしなよ」って言っちゃ

ってたんですけど、今は、インド人を想

定しているの？とか。I like icecream.

って書いたら、「自分のことを書かない

で」って言ってたけど、今は「どんな言

葉をかけてあげられそう？」って。（B) 

なんで自己紹介するの、とか、なんでサ

ンドイッチ紹介するの？っていう、目

的？に自分はフォーカスしているんで。

（B) 

評価への自

信 

子どもにこれをやればいいんだって理解

しててほしいんですけど、正直なことを

言うと、自分が評価するときにそこに頼

れるんで。子どもに示したから、このあ

らわれだったら B だなって。（A) 

見通しをも

つ 

パフォーマンス課題を設定して単元デザ

インをすれば、だいたい１時間目はこう

するんだ、２時間目はこうしてって子ど

もが見通しをもつし、自分も同じように

進められるし、１時間で自分が想定して

いるところまでいかなくても、次の時間

に修正できるっていうか。（B) 

ルーブリッ

クの共通理

解 

課題は、あるかな・・・。文言はこちら

が決めたことで、子どもに落ちていかな

いと自己満ルーブリックで終わってしま

う。共通理解をしないといけないから、

いつも配って終わらずに、、こういうの

が good だよって。（A) 

大きく逸脱するのはないけど、子ども自

身が A のためにこれをしました！っての

はないかな。こっちが気付いて、それめ

っちゃいいよって言うと、子どもはこれ

がいいんだって。（A) 

ルーブリッ

クの活用 

最近は、示したからには、授業の半ばだ

ったり、パフォーマンステストの前だっ

たり、実際子どもにどこを目指すか丸つ

けさせたり、意識させたりして。子ども

の振り返りでも very good もらえたん

で。最近になってようやく。（A) 

 

対象者は【ブレは少なくなったなって。最初にゴー

ルを示したから、そこに向けて、内容や方法は変えつ

つだけど、そこに向けていくっていう。】と回答して

いる。これは＜単元終末のゴール＞が授業者として明

確になっている自覚があると考えれる。また、【最近

は、示したからには、授業の半ばだったり、パフォー

マンステストの前だったり、実際子どもにどこを目指

すか丸つけさせたり、意識させたりして。子どもの振

り返りでも very good もらえたんで。最近になってよ

うやく。】からも、同様に＜単元終末のゴール＞をま

ずは授業者が意識した上で、児童と共有しながらコミ

ュニケーションに対する指導や支援を行うことを意識

していると考えられる。 

 【課題は、あるかな・・・。文言はこちらが決めた

ことで、子どもに落ちていかないと自己満ルーブリッ

クで終わってしまう。共通理解をしないといけないか

ら、いつも配って終わらずに、、こういうのが good

だよって。】と述べている。これは、＜児童と共有＞

することが、授業における授業者の指導改善の手がか

りとなっていることを示している。児童と共有するこ

とについて、【子どもにこれをやればいいんだって理

解しててほしいんですけど、正直なことを言うと、自

分が評価するときにそこに頼れるんで。子どもに示し

たから、このあらわれだったら B だなって。】という

発言から、＜授業者の指導の手がかり＞として、ルー

ブリックが機能していることが明らかとなった。先述

のとおり、ルーブリックは子どもの学習状況を修正す

る、いわゆる学習改善のために作成されるが、教師が

自信もって評価することができる要因ともなりうる。
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これらの結果からは、ルーブリックを教師と児童が共

有することが学習を焦点化させるという指摘（赤沢、

2022）と合致し、本研究においても教師は単元終末の

ゴールを意識するようになったことが語られた。 

教師が自信をもって指導できることについては、

【自分の指導の改善にはある程度なってるかと。】と

述べているとおり、ルーブリックを作成し、その単元

や活動において、何を指導・評価するのか、授業者に

とって＜指導の拠り所＞となっていることが示唆され

ている。ルーブリックがあることが評価の観点や指導

の方針を決定する手がかりとなっているという佐藤ら

(2024)の主張と重なる。つまり、教師が自信をもって

指導を行う根拠となっていると考えられる。 

授業における教師の振る舞いから考察を重ねてみる

と、【パフォーマンス課題を設定して単元デザインを

すれば、だいたい１時間目はこうするんだ、２時間目

はこうしてって子どもが見通しをもつし、自分も同じ

ように進められるし、１時間で自分が想定していると

ころまでいかなくても、次の時間に修正できるってい

うか】という発言からは、授業者が単元のゴールを見

据えた上で、ゆとりのある指導につながっていると考

えることができる。授業者が単元全体を見通したうえ

で、ゆとりのある指導をすることは、【今までは「こ

うじゃない？」「こういうことでしょ、こうしなよ」

って言っちゃってたんですけど、今は、インド人を想

定しているの？とか。I like ice cream.って書いた

ら、「自分のことを書かないで」って言ってたけど、

今は「どんな言葉をかけてあげられそう？」って。】

といった、児童の思いを尊重して、その児童が伝えた

いことを引き出したり、児童とともに伝える内容を検

討したりする、共同探究者としての指導が可能になる

ということである。 

６．２. パフォーマンス課題及びルーブリックの活用

は、対象者自身の学習観・指導観にどのような

影響があったか 

コード 発話内容 

見とりの多

様化と深化 

今は一文書いてくれれば、こういう

ことかなって、聞いてあげられる。

周りも慣れてきているからできて

る。（B） 

子どもがこっちの予想を超えてくる

っていうか。最初名前とかわかる、

これくらいかなって。でもサンドイ

ッチの単元は、この具材入れてくる

んだなって。こっちが予想してない

ことを言ってくるから、やっぱり子

どもの思いを大切にしないといけな

いなって。（B) 

独創性や創

造性 

知識・技能は繰り返せば、１００回

言えばいえる子もいるし、１回で言

えちゃう子もいるし。思考判断表現

はその子なりの・・・目的はこっち

で設定はしますけど、その子なりに

違う気がして。（B) 

一人一人違うなって、より感じるよ

うになって。決まった文があって、

一部分変えるだけだと、言ってる子

は違うかもしれないけど、そんなに

違わない。（B) 

変わらないところ・・・ルーブリッ

クの中で ABC の基準があって、good

は具体的に伝えているつもりで、こ

れがいいよって。でも、very good

はすごい抽象的で、その子なりのア

イディアだったりを、大切にしてほ

しいなって。こっちの考えを締め付

けすぎないように。（A） 

だけど、言語活動を変えると、言う

順番が変わったりとか、もちろん相

手意識も違って。その子らしさがす

ごい出るっていうか。（B) 

教師の協働 

担任の時は、専科の先生とすり合わ

せたりして、やってましたね。ゴー

ルどうしますか？とか。こんな形で

やります、ならじぶんもそうしま

す、みたいな。でもその時はルーブ

リックはなかった。（A) 

教師主導 

一年目はおれが頑張ってて、めっち

ゃしゃべってて。話のおもしろさで

引っ張っていく感じで。（B) 

 

「失敗」の

変化 

今のほうが失敗はするかもしれない

けど、失敗にもいろいろあると思っ

てて、子どもが止まるとか。子ども

が生き生きしてると、今は。 

前は専科っていう立場は初めてで、

それまでも外国語の授業は担当して

ましたけど、担任として。一年目は

英語嫌いになってほしくない、でき

るだけ簡単に。すぐできるっていう

風にしたくて。教科書どうりに言え

ばいえるじゃんって。それだと自分

がすぐに飽きちゃう。これ、おれじ

ゃなくてもできちゃうじゃんって。

（B) 

一年目のときのほうが失敗しない自

信はあった。冒険しないから。 

 

 授業者にとって、パフォーマンス課題及びルーブリ

ックを活用した授業づくりにおける変容は、授業構想

と指導や支援において大きな自信となり、児童の思い

を引き出したり確認したりしながら、単元のゴールに

向けて指導をすることが可能になったことが描出され

た。それでは、パフォーマンス課題及びルーブリック

を活用した授業づくりは、教師の学習観や指導観にど

う影響を与えうるのであろうか。 

 特徴的な発話内容として【今は一文書いてくれれば、

こういうことかなって、聞いてあげられる。周りも慣

れてきているからできてる。】が挙げられる。書くこ
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との言語活動においては、苦手意識が強かったり、書

くことに抵抗感をもったりする児童も少なくない。一

文しか書けない児童には、「もう一文書こう」「簡単

な英文なら書けるかな」といった表層的な指導をする

傾向がある。この発言からは、外国語という母語では

ない言葉を一文でも書いてコミュニケーションを図ろ

うとしたことへの＜肯定的な価値づけ＞を行いながら、

一文に込められた児童の思いを確認しようとする意識

を有していることが明らかである。そのような、児童

の思いを引き出しながら、その児童の英語の記述や発

話内容の意味を解釈し、認めていくことは、その児童

らしい伝達内容や、その児童の使いやすい表現をとも

に確認し、習得を促すことが可能となる。【知識・技

能は繰り返せば、１００回言えばいえる子もいるし、

１回で言えちゃう子もいるし。思考判断表現はその子

なりの・・・目的はこっちで設定はしますけど、その

子なりに違う気がして。】や【一人一人違うなって、

より感じるようになって。決まった文があって、一部

分変えるだけだと、言ってる子は違うかもしれないけ

ど、そんなに違わない。】という発言からは、一人一

人の児童の＜発話や記述の差異＞を起点に、授業を展

開し、さらに、他の児童へ学びを共有するきっかけと

なり得る。 

 こうした学習観・指導観の変化については、この対

象者も教職に就いた初期から感じていたわけではない。

【担任の時は、専科の先生とすり合わせたりして、や

ってましたね。ゴールどうしますか？とか。こんな形

でやります、ならじぶんもそうします、みたいな。で

もその時はルーブリックはなかった】【一年目はおれ

が頑張ってて、めっちゃしゃべってて。話のおもしろ

さで引っ張っていく感じで。】と回答している。ルー

ブリックを活用する前後で、指導観が大きく揺さぶら

れたことが描出されたと言える。教師が授業に関する

相談をしていくことの重要性とともに、現在はルーブ

リックやパフォーマンス課題を軸に置いた授業相談が

可能となっていることを示唆している。これは、複数

教員が相談することで、パフォーマンス課題やルーブ

リックの質的向上が期待できるという辻（2022）の研

究とも重なる結果である。パフォーマンス課題及びル

ーブリックを作成することが、授業づくりの肝要な部

分を捉え、指導や助言に生かすことになり、英語授業

担当として成長につながることが示唆されている。 

 

７．結語 

本稿では、パフォーマンス課題やルーブリックを授

業に導入した小学校教員が、外国語教育における学び

をどう捉えるようになったのか、授業における指導内

容や方法に変容があったのか、いわゆる学習観と指導

観に与えた影響を明らかにすることを目的とした。 

研究課題「ルーブリックの活用は、授業づくりにど

のような影響があったか」については、単元のゴール

を授業者が見据え、児童と共有することで、自信をも

って指導することが可能となったことが描出された。

授業者は、ルーブリックがあることで、単元を見通し

たゆとりのある指導を行うことができ、児童の英語の

記述や発話に関して肯定的に見とり、価値づけること

ができるようになることが明らかとなった。１時間単

位の授業において「教えてなくてはいけない」という

意識から、単元を通して児童がゴールに向かって学習

を展開することに寄り添う支援がしやすくなったこと

が示唆される。 

研究課題「パフォーマンス課題及びルーブリックの

活用は、対象者自身の学習観・指導観にどのような影

響があったか」について、まずパフォーマンス課題に

おけるルーブリックを用いた評価は、学習過程を重視

する評価方法であるという指摘と合致する結果となっ

た。児童自身がパフォーマンスを改善しようとする過

程に寄り添い、児童がどのような意図やねらいをもっ

て発話や記述をしているのかを見取る。これは児童の

学びをより具体的に理解しようとする学習観につなが

る。学習の成果を英語が思うように記述・発話できな

い児童に対しても、一文・一語の価値を共有し、その

内面から思いを引き出そうとする教師の学びの解釈に

対する意識変容が析出された。一人一人の児童の心情

面を尊重した指導は、その児童の思いから授業展開が

可能であることを意味し、子どもの側に立った指導観

が徐々に身についていると示唆される。 

一方、パフォーマンス課題とルーブリックの活用に

ついて、短い期間での実践的研究においては、その解

決が難しい課題も見られる。【なんか、その、パフォ

ーマンス課題は教科書の言語活動を変えすぎると、と

いうか、相手意識を不特定多数にしたりすると子ども

が困っちゃう。アレンジしすぎると、すごい子どもが

困るというか、ペンが進まない。】のように、パフォ

ーマンス課題の設計の困難さが浮き彫りになった。加

えて、教室には様々な事情があり、【ちょっと遅れて

る子が、自分からどうしたらいい？って相談に来るこ

ともあるし、一緒に自由練習しているうちにいつのま

にか最低ラインをこえていたり。友達に助けてもらっ

ていたり。Bad に留まる子は学ぶ意欲がないか、何し

たらいいかわからないか。そういう子はどうしても

bad になってしまう。】という発言からは、外国語の

授業において、援助要請を示すことが難しかったり、

友達とかかわることにそもそも課題ある子どもへの効

果のある指導体制が構築できていなかったりすること

が挙げられる。パフォーマンス課題やルーブリックは、

授業づくりの有効な手がかりとなりうるが、万能では

ないことも言及しておく。 

最後に本研究における課題を示す。本研究は２名の

教師の事例に基づく探索的研究であり、結果の一般化
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については慎重である必要がある。加えて、筆者が授

業構想の支援を行ったため、研究者の関与が比較的短

い期間において、教師の認識形成に影響を与えた可能

性がある。これらを踏まえると、英語専科に限らない

幅広い教員と対象とすることや、研究者の関与と認識

形成への影響についても考察を重ねる必要がある。 

パフォーマンス課題やルーブリックの作成について議

論を重ねながら、教師の授業改善を図る一助となるこ

とを目指し、今後の研究を深めていく。 
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